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ドイッ文学におけるノヴェレ理論の研究（2）
一ノヴェレ理論とロマンティカーたち一
谷　崎英　男
1．はしがき
　筆者は前稿ωにおいて，本論文の主題を明らかにし，「ノヴェレ理論」の古
典的解釈としてヴィーラソトとゲーテの見解を詳述Lた。そしてまとめとして，
ヨーゼフ・クンツがあげたノヴェレのイデアールテユープスとしての4つの点，
すなわち（1）斬新さの動機，（2）この現世において，現在起る事件，（3）社交界的な
物語状況，（4）作老の一定の意図について論述した。今回は第2回目として，ノ
ヴェレとロマン派の作家や批評家たちとの関係について，考察してゆきたいと
思う。
2．　F・シュレーゲルとノヴェレ
　ベソノ・フォン・ヴィーゼは，ドイツにおいてノヴェレについての理論が，
そもそも語りうるようになったのは，初期ロマソ派以来のことであり，それに
もっとも貢献したのはフリードリッヒ・シュレーゲル（Friedrich　Schlege1）
（1772－1829）であり，F・シュレーゲルの基礎的・根本的な洞察に比べれぼ，
ドイツにおけるそれ以後のすべての見解は，末楕的な性格なものであるとまで
いい切っている。〔勃
　F・シュレーゲルがノヴェレについて，もっともまとまった見解を明らかに
しているのは，その論文『ヨハネス・ポヅカチオの文学作品についての報告』
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（Nachricht　von　den　poetischen　Werken　des　Johannes　Boccacio）（1801
年）においてであるが，最近あらたに発見され，ハンス・アイヒナー（Hans
Eichner）によってロンドンで1957年に刊行された『文学手帳』（Litera町
Notebooks，1797－1801）のなかにも，ノヴェレに関する多くの重要なアフォリ
ズムが，ぼらばらの形であるが見出されるので，それらを次に挙げてみよう。
　　「ノヴェレは心理学のない分析的なロマーソである。」（Nove1le　ist　ein
　analytischer　Roman　ohne　Psychologie．）
　　rドン・キホーテはノヴェレの体系というよりは，むしろ連鎖である。多
　くのロマーンはもともと，ノヴェレの連鎖あるいは花輸にすぎない。ノヴェ
　レはロマンティックな狂詩曲である。」（Don　Quixote　mehr　eine　Kette　a1s
　ein　System　von　Nove1len．▽iele　Romane　eigentlich　nur　Ketten　oder
　Kr身nze　von　Nove11en．Die　Nove11e　ist　eine　romantische　Rhapsodie．）
　「ノヴェレは，精神が新しくさえあれば，字句は古くても差支えない。」
　（Novenen　d廿rfen　im　Buchstaben　a1t　sein，wenn　nur　der　Geist　neu
　iSt．）
　　rノヴェレを知らなけれぱ，シェイクスピアの作品を，形式上から理解する
　ことはできない。」（Ohne　Nove11en　zu　kemen，kann　man　Shakespears
　StOcke　nicht　verstehen　der　Form　nach．）
　　「アリオスト，セルバンテスとシェイクスピアーおのおのは別な方法で，
　ノヴェレを詩化した。真のノヴェレはその存在と生成のどの点においても，
新しく意外性のものでなければならない。」（Ariost，CervantesmdShake－
speare，jeder　hat　auf　andere　Weise　die　Nove11e　poetisiert．Die　wahre
Novel1e　muB　in　jedem　Punkt　ihres　Seins　md　Werdens　neu　und
　廿berraschend　sein．）
　　rノヴェレには，上手に物語るという技術が，本当に必要である。」（Zu
　den　Novel1en　gehδrt　ganz　eigentlich　die　Kunst　gut　zu　erz乞h　len．）
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　rノヴェレは気のきいた事件である。事件はまた素朴で，ユーモアやカリ
カチュアがあってもよい。グロテスクなのは，もちろんのことである。」
（Eine　Nove11e　ist　eine　witzige　Begebenheit；auch　Begebenheiten
k6nnen　naiv　sein，Humor　und　Caricatur　haben；grotesk，das　verstθht
sich　von　se1bst．）
　「寓話，童話，聖課は，芸術と教養によってノヴェレになりうる。それに
はまた芸術の詩化が必要である。」（Fabel，Marchen　und　Legenden　kδnnen
durch　Kunst　und　Bildung　zu　Noveuen　werden．Dahin　gehδrt　auch　die
Poesierung　der　K廿nste．）
　rノヴェレの基礎は逸話である。ほかのすべてのものは，後世の改造であ
る。大低のノヴェレは真実である。」（Der　Grund　der　Novelle　die　Anekdote．
Alles　andre　sp乞tere　Umbi1dung　Die　meisten　Nove1len　sind　wahr．）
　「ノヴェレは，ドラマと類似性をもっている。ちょうどロマソツェ（スペ
インで生れた民謡調物語詩）と叙情詩のように。同一性ではない。」（Nove11en
haben　Affinit註t　mit　Dramen，wie　Romanzen　mit　Lyrik，nicht　Iden－
d雌亡）
　r伝説，童話，ノヴェレは，現実生活にかかわっている。アラベスク，牧
歌，聖譲はすべて詩的文学にすぎたい。」（Sage，M身rchen，Novelle　gehen
auf　das　wirkliche　Leben；Arabeske，Sch身fergedicht，Legende　sind
alle　nur　poetische　Poesie．）
　r童話と田園詩が，想像力と美に関係するように，アラベスクとノヴェレ
は，発明と改造に関連している。オベレッタがロマンティヅクであるように，
ノヴェレはその性質から見ると，ドラマティックかも知れない。」（Wie　M直r－
chen　und1dyllen　sich　auf　Fantasie　und　Sch6nheit，so　beziehen　sich
Arabesken　und　Novellen　auf　Erfindung　und　Umbildmg．Wie　die
Operette　romantisch，　so　vielleicht　die　Nove1le　dramatisch　ihrer
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　Natur　nach．）
　　「ノヴェレは上流杜会の文学である。それゆえ，逸話である。」（Die　No－
　ve11e　ist　die　Poesie　der　guten　Gesel1schaft，daher　Anekdote．）
　また1798年初期ロマソ派の機関紙であった『アテネーウム』（Athen註um）
の第1巻に発表された『アテネーウム断章』（Athen直umsfragmente）のなか
にも，次のような言説が見出される。
　　「堅牢で，詳細で，均整がとれているために，建築様式的とでも呼びたい
　ような一種の才気というものが存在する。この才気が風刺的な現われかたを
　すると，本来のあてこすりになる。この才気はきちんとしていて体系的なも
　のでなげれぱならないが，また他方ではその必要もない。完壁であっても，
　支離滅裂にみえるように，何かが欠けているように見えなければならない。
　このようないびつなものが，おそらく実際に才気のなかで偉大なスタイルを
　作り出すであろう。それはノヴェレのなかでは，重要な役割を演じてい私
　というのは，物語というものは，このようなただひたすらすばらしい珍らし
　さによってのみ，永遠に新しい生命を保ちうるからである。」（Es　gibt　eine
Art　vov　Wi屹，den㎜an　wegen　seiner　Gediegenheit，Ausf池r1ichkeit
　und　Symmetrie　den　architektonischen　nennen　m6chte．AuBert　er　sich
　satirisch，so　giebt　das　die　eigentlichen　Sarkasmen．Er　muB　ordentlich
　systematisch　sein，md　doch　auch　wieder　nicht；bei　a11er　Volls悦ndig－
　keit　muB　dennoch　ewas　zu　fehlen　scheinen，wie　abgerissen．Dieses
Barocke砒rfte　woh1eigent1ich　den　groBen　Stil　im　Witz　erzeugen．
　Es　spie1t　eine　wichige　Ro1le　in　der　Novel1e：denn　eine　Geschichte
　kam　doch　nur　durch　eine　solche　einzig　schδne　Seltsamkeit　ewig　neu
　b1eiben．）
　　rノヴェレがその存在と生成のどの点においても，新しくびっくりするよ
　うなものでなければならないように，詩的な童話や特にロマソツェは，ひょ
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　っとして限りなく異様なものでなければならないであろう。というのはノヴ
　ェレはただ想像力の注意を引こうとするばかりでなく，また精神をうっとり
　させ，感情をも刺激しようとするからである。」（Wie　die　Novelle　in　jedem
　Pmkt　ihres　Seins　md　ihres　Werdens　neu　md　frappant　sein　muB，so
　sollte　vielleicht　das　poetische　M着rchen　md　vorziglich　die　Romanze
　unendlich　bizarr　sein；denn　sie　will　nicht　bloB　die　Phantasie　interes・
　siereren，sondern　den　Geist　bezaubern　und　das　GemOt　reizen．）1割
　そして最後に，前述の論文rヨハネス・ボッカチオの文学作品についての報
告』のなかでは，次のようにいっている。
　　rノヴェレは，主観的な気分や見方を，しかもそのもっとも深く，もっと
　も独特なものを，間接的に，いわば象徴的に表現するのにとても適している
　と，私は主張する。」（Ich　behaupte，die　Nove1工e　ist　sehr　geeignet，eine
　subjecti▽e　Stimmung　und　Ansicht，und　zwar　die　tiefsten　und　eigen－
thiim1ichsten　derse1ben　indirect　und　g1eichsam　simbi1dlich　darzubie－
ten．）
　　「またこの主観的なものの間接的な表現のほうが，多くの場合，直接的な
叙情的な表現よりも，ふさわしく適切であること，のみならず，この伝達の
方法におげる聞接的で，隠されたものこそが，表現に一層高い魅力を与える
であろうということを，示すのにはなんの論議を必要としない。同様にノヴ
　ェレ自身は，ちなみに客観的なものへの傾向を強くもっているために，ひょ
　っとしたら特に，この閻接的で隠された主観性にむいているかも知れない。」
　（Auch　bedarf　es　keiner　Auseinandersetzmg，um　zu　zeigen，daB　diese
indirecte　Darsteuung　des　Subjectiven地r　manche　F身11e　angemessener
und　schick1icher　sein　kam，als　die　mittelbare1yrische，ja　daB　gerade
das　Indirecte　und　Verhul1te　in　dieser　Art　der　Mittheilung　ihr　einen
hOhem　Reiz1eihen　mag．Auf直hnliche　Weise　ist　die　No▽el1e　selbst
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zu　dieser　indirecten　und　verborgenen　Subjectivit直t　Yie11eicht　eben
damm　besonders　geschickt，wei1sie廿brigens　sich　sehr　zum　Objecti－
Ven　neigt．）
　「ノヴェレは逸話であり，会合で物語るように，物語られたまだ知られて
いない物語であり，国家や時代への関連や，または人類の進歩とか，教養への
関係とかを考えずに，それだけですでに，個々に興味をかならず起させるこ
とができる物語である。それゆえ，厳密にいえば，歴史には属さずに，イロ
ニーへの萌芽を生れながらにしてこの世へ携えてきている物語である。その
物語は興味を起させる目的があるので，その形式のなかに，多くの人びとにと
って注目をひくか，好ましいと見込まれる何物かを，持っていなげればなら
ない。物語の技術がすこし向上しさえすれぼ，作者はその技術を示そうとす
るであろう。そうなれば，作者は取るに足らないものでも好ましいもの，つ
まり逸話（といっても正確にいえば，逸話ですらないもの）でもって，見せ
かげで楽しませたり，また一般には取るに足らないものでも，豊かな技術に
よって，有りあまるほど飾りたてることができるので，われわれは，みずか
ら進んでだまされたり，さらには真剣にそれに興味を感じさせられたりする
のである。」（Es　ist　die　N0Ye11e　eine　Anekdote，eine　noch　unbekamte
Geschichte，so　erz直h1t，wie　man　sie　in　Gesenschaft　erz註hlen　w肚de，
eine　Geschichte，die　an　und節r　sich　schon　einzeln　interessieren　kδn－
nen㎜uB，ohne　irgend　auf　den　Zusammenhag　der　Nationen，oder
der　Zeiten，oder　auch　auf　die　Fortschritte　der　Menschheit　und　das
Verh亘1tnis　zur　Bi1dung　derse1ben　zu　sehen・Eine　Geschichte　also，
die　streng　genommen，nicht　zur　Geschichte　gehδrt，und　die　Aniage
zur1ronie　schon　in　der　Geburtsstunde　mit　auf　die　Welt　bringt．Da
sie　interessieren　soll，so　muB　sie　in　ihrer　Form　irgend　etwas　enthal－
ten，was　vielen　merkwOrdig　oder1ieb　sein　zu　kδnnen　verspricht．
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　Die　Kunst　des　Erz乞hlens　darf　nur　etwas　hδher　steigen，so　wird　der
　Erz身hler　sie　entweder　dadurch　zu　zeigen　suchen，daB　er　mit　einem
　angehehmen　Nichts，mit　einer　Anekdote，die　genau　genommen，auch
　nicht　einmal　eine　Anekdote　w註re，t註uschend　zu　unterhalten　und　das，
　was　im　Ganzen　ein　Nichts　ist，dennoch　durch　die　F刮1e　seiner　Kmst
　so　reich1ich　zu　schm廿cken　weiB，daB　wir　uns　winig　t註uschen，ja　woh1
　gar　ernst1ich　dafむr　interessieren1assen．）
　さて以上のような，時には一見矛盾するようなF・シュレーゲルの様々な考
えを，どのように解釈すべきであろうか。F・シュレーゲルがまず第一に強調
するのは，ノヴェレの実在性，客観性であり，彼はこの基礎を依然として，イ
デアールテユープスの1つに述べた社交界的な物語情況，杜交界的な性格に置
いている。前記の「ノヴェレの基礎は逸話である。ほかのすべてのものは，後
世の改造である。大低のノヴェレは真実である」rノヴェレは上流杜会の文学
である。それゆえ，逸話である」rノヴェレは逸話であり，会合で物語るように，
物語られたまだ知られていない物語である」というような評言は，明らかにこ
のことを示している。なおここで付言Lたいことであるが，逸話（Anekdote）
という言葉は，当時はまだジャンルの名称としては用いられておらず，たんに
r未知な事件」（unbekannte　Begebenhelt），r新しい小話」（neues　Gesch1－
chtchen）を意味していたことである。｛4〕すなわちノヴェレは，特別な新しい出
来事を伝えることによって，もっぱら直接的に孤立した個々の事件に関心をも
つ読老をひきよせるのである。従って報告された事件は「歴史に属さない事件
であり」「国家や時代への関連や，またぱ人類の進歩とか，教養への関係とか
を考えずに，それだけですでに，個々に興味をかならず起させることができる
物語」なのである。かくして客観的に物語られた事件を切り離して強調するこ
と，事件が人物や物事に対する優位を占めることが，ノヴェレの構成の1っの
要素になるのである。
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　ところが，F・シュレーゲルはまた別の面でノヴェレの主観的な表現形式を
しきりに論じている。
前記の「ノヴェレは，主観的な気分や見方を，しかもそのもっとも深く，も
っとも独特なものを，間接的に，いわば象徴的に表現するのにとても適してい
る」rノヴェレには，上手に物語るという技術が，本当に必要である」rノヴェ
レはその存在と生成のどの点においても，新しくびっくりするようなものでな
ければならない」r（ノヴェレは）その形式のなかに，多くの人びとにとって注
目をひくか，好ましいと見込まれる何物かを，持っていなければならない」と
いうような所説は，このことを明らかにしている。このような「形式」（Form）
の強調は，F・シュレーゲルがボッカチオに従ってなお固執していた杜交界的
な性格とは，明らかに矛盾するものであるが，ここにおいてノヴェレは内容よ
りも，むしろ形式が重視され，杜交的な会話と気の利いた遊びとしての技術以
上のものに変質したといえるであろう。
　さてこのようなノヴェレにおげる客観的たものと，主観的なものとのあいだ
におげる緊張関係は，今日に至るまで，ノヴェレ理論の中心をなすものである
が，フォン・ヴィーゼによると，真実の事件を物語りながら，同時に事件の歴
史的関連を切り離して，個々のケースを芸術的に孤立させるというノヴェレの
もつ2重性こそ，ロマン主義と写実主義というようなまったく相反する時代に，
その盛期を迎えられたジャンルになりえた理由であるといり51そのことはと
もかく，以上述べたことから考えても，F・シュレーゲルによって・ノヴェレ
にっいての理論の本当の第1歩が，踏み出されたことは明らかであろう。っい
でF・シュレーゲルの兄A・W・シュレーゲルとノヴェレについての考察に移
ろう。
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3．A・W・シュレーゲルとノヴェレ
アウグスト・ヴィルヘルム・シュレーゲル（August　Wilhe1m　Sch1egel）
（1767－1845）がノヴェレについて言及しているのは，彼のr文学と美術につい
ての講義』（Vorlesmgen首ber　sch6ne　Literatur　und　Kunst）（1801－1804）
においてであるが，その第3部のなかには，次のような所説が見出される。
　　rそれゆえ，近代文学のなかにも，その価値が本来の歴史のなかには席を
　占めてはいないにもかかわらず，一般的に興味のあることを物語る点にある，
　1つの特別に歴史的なジャンルがなければならない。歴史の対象は，人類の
　前進する活動であるが，後者のジャンルの対象は，それゆえたえず生起する
　こと，この世の日常の成行，もちろん記載するに値することになるであろ
　う。このことをもくろむジャソルがノヴェレである。そしてこのことから，
　ノヴェレが本物であるためには，一方ではその珍奇な無類性によって目を引
　かなければならないが，また他方では一種の普遍妥当性をもっていなければ
　ならないことが理解される……。ノヴェレは，実際に起った物事の経験を伝
　えようとするものであるから，ノヴェレにもともと本質的に固有な形式は散
　文である。」（Deswegen　muB　es　mn　auch　in　der　modernen　Poesie　eine
　eigenthimIich　historische　Gattung　geben，deren　Verdienst　darin　be－
　steht，ewas　zu　erzahlen，was　in　der　eigentlichen　Historie　keinen　P1atz
　findet，und　democh　a11gemein　interessant　ist．Der　Gegenstand　der
Historie　ist　das　fortschreitende　Wirken　des　Menschengeschlechts；
　der　jener　wird　also　dasjenige　seyn，was　immerfort　geschieht，der
tagliche　We1t1auf，aber　frey1ich　damit　er　verdiene　aufgezeichnet　zu
　werden，Die　Gattung，welche　sich　dieB　vornimmt，ist　die　Nove1le，
　und　hieraus1珊t　sich　einsehen，daB　sie，um　acht　zu　seyn，von　der
　einen　Seite　durch　seltsame　Einzigkeit　auffanen，von　der　andem　Seite
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e㎞e　gewisse　ange㎜eine　Giiltigkeit　habenコmuB，．Da　nun　die　Novel1e
Erfa上1rung　von　wirk1ich　geschehenen　Dingen　mitthei1en　soll，so　ist
die　ihr　ursprOnglich　und　wesent1ich　eigne　Form　die　Prosa．）
　「ノヴェレは，物語の主要部分がはっきり目につくように，決定的な転回
点を必要とする。そしてドラマにもまた，このことが必要である。」（Die　No－
velle　bedarf　entscheidender　Wendepunkte，so　daB　die　Hauptmassen
der　Geschichte　deut1ich　in　die　Augen　fa11en　und　dieB　Bed廿rfnis　hat
auch　das　Drama．）
　rノヴェレを巧みに物語るためには，物語のなかへ入ってくる日常的なも
のを，できるだけ短く処理しなけれぱならない。そしてそれを不当に飾りた
てようとはせず，もっぱら異常なもの，無類なものに固執しなければならな
い。しかしながらまたこれを動機づけて解剖したりはせずに，それを積極的
に提示して，信じさせなければならない。」（Um　eine　Novelle　gut　zu　er－
z直h－en，muB　man　das　a1ltag1iche，was　in　die　Geschichte　mit　eintritt，
so　kurz　a1s　mδglich　abfertigen，und　nicht　untemehmen　es　auf　unge－
hδrige　Art　aufstutzen　zu　wo11en，nur　bey　dem　AuBerordent1ichen　und
Einzigen　verwei1en，aber　auch　dieses　nicht　motivierend　zerg1iedern，
sondern　es　eben　positiY　hinste11en，und　G1auben　da節r　fordern。）
　r政治史は，精神の緊張を要求するきわめてまじめな研究である。ノヴェ
レは政治史の文学的な対立物として，むしろもっぽら気晴らしにささげられ
ている。談話は，見せかげが楽しいものでなけれぼならず，教訓は，ひとり
でに生じなければならない。杜会生活の経験は，杜交界においてもっとも人
気があり，ふさわしい会話の1つであ乱それゆえ，ノヴェレの朗読に対す
る本来の原型は，教養のある杜交的な物語作者である。」（Die　po1itische
Historie　ist　ein　sehr　emstes　Studium，welches　Anstrengmg　des　Geis－
tes　fordert；die　Nove11e，als　ein　poetisches　Gegenbild　derselben，ist
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vie1血ehr　der　Erhoh1ung　gewidmet，die　Unterha1tmg　muB　in　der
Erscheinung　oben　auf　seylユ，und　die　Belehrung　slch　nur　von　sich
se1bst　einstel1en－Die　Erfahmngen　des　gese11igen　Lebens　sind　eine　der
beliebsten　md　angemessensten　Unterha1tungen　in　der　Gese1lschaft；
deswegen　ist　das　eigentliche　Muster価r　den▽ortrag　der　Nove11e　der
gebi1dete　gese11ige　Erz註h1er．）
　rノヴェレは，悲劇的な破局を伴なったまじめな事件から，単なる茶番ま
で，どんな調子のものにも加わることができる。しかしながら常にノヴェレ
は，現実の世界に住いを定めていなければならない。それゆえ，ノヴェレは
また，場所や時間，人物の名前を決めて挙げることを好むのであ乱したが
って，ノヴェレは一般に人間を，その自然状況によって，つまりすべての弱
点や，情熱や，浄化されていない自然に結びつく利已的な衝動をもったもの
として，取り上げたげればならない。ノヴェレは，世の成行をあるがままに，
描くべきである。だから一般にモチーフを，過度に高尚なものにしてはなら
ない。」（Die　Nove11e　kam　von　ernsten　Begebenheiten　mit　tragischer
Katastrophe　bis　zur　bloBen　Posse　a11e　Tdne　durch1aufen，aber　i㎜mer
so11sie　in　der　wirk1ichen　Welt　zu　Hause　seyn，deswegen　liebt　sie
die　ganz　bestimmten　Angaben　von　Ort，Zeit　und　Namen　der　Personen．
Daher　muB　sie　den　Menschen　in　der　Rege－nach　se｛nem　Naturstande
皿ehmen，d．h．m1t　a11en　den　Schw直chen，Leidenschaften　und　selbsti－
schen　Trieben，welche　der　mgelauterten　Natur　anh批gen．Sie　sou
den　We1tlauf　schildem，wie　er　ist；sie　darf　a1so　die　MotiYe　im　a11ge・
meinen　nicht　iber　Geb廿hr　verede1n．）
　rノヴェレは歴史の外の物語である。ノヴェレは従って，いわぼ市民的な
体制や規定の背後で起った注目すべき事件を物語るのである。これに属する
ものは一部は，幸運だったり不運だったりする奇妙な運命のめぐりあわせや，
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　また一都は，情熱を満足させるために企てられた悪がしこいいたずらであ
　る。前老が主として悲劇的でまじめなノヴェレになり，後者がこっげいなノ
　ヴェレになるのである。」（Die　Novel1e　ist　eine　Geschichte　auBer　der
　Geschichte，sie　erz亘hlt　fo1glich　merkwOrdlge　Begebenheiten，die
　g1eichsam　hinter　dem　Rucken　der　b廿rger1ichen　Vefassungen　und
　Anordnugen　Y0rgefa11en　slnd，　Dazu　gehδren　thei1s　seltsame　bald
　ginstige　bald　ungunstige　Abwechselugen　des　G肚cks，thei1s　schlaue
　Streiche，zur　Befriedigung　der　Leidenscbaften　mtemommen．Das
　erste　giebt　haupts註ch11ch　die　tragischen　und　ernsten，das　1etzte　die
　komischen　Nove1len．）
　このようなA・W・シュレーゲルの言葉を考察すると，基本的には弟のF・
シュレーゲルの線に沿っていることは，明白であろう。ちたみに両老がほとん
ど同じようた意味のことをいっている言葉をあげてみよう。まずノヴェレの杜
交会的性格について，F・シュレーゲルはrノヴェレは上流杜会の文学である」
rノヴェレは会合で物語るように，物語られたまだ知られていたい物語である」
といい，A・W・シュレーゲルは，rノヴェレの朗読に対する本来の原型は，教養
のある杜交的な物語作者である」といっている。さらにノヴェレの客観性を強
調Lて，F・シュレーゲルはノヴェレは「歴史に属さない物語」であるといい，
A・W・シュレーゲルはノヴェレはr歴史の外の物語である」といっている。
またノヴェレの現世性を強調して，F・シュレーゲルはrノヴェレは，現実生
活にかかわっている」といい，A・W・シュレーゲルは「常にノヴェレは・現
実の世界に住いを定めていなげればならない」と述べてい乱そしてさらには
ノヴェレの主観的側面を強調して，F・シュレーゲルはrノヴェレはその存在と
生成のどの点においても，新しくびっくりするようなものでなげればならない」
r（ノヴェレば）その形式のなかに，多くの人びとにとって注目をひくか・好ま
しいと見込まれる何物かを，持っていなければならない」といい，A．W．シ
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ユレーゲルは，「ノヴェレを巧みに物語るためには，物語のなかへ入ってくる
目常的なものを，できるだげ短く処理しなければならない。そしてそれを不当
に飾りたてようとはせず，もっぱら異常なもの，無類なものに固執しなければ一
ならない」と述べている点などである。このような両者の類似した見解は，両
老のノヴェレについての考えが，原則的に同一線上にあることを証するものと
いえよう。
　ただ一点兄シュレーゲルが，弟シュレーゲルを超えて貢献し，その後のノヴ
ェレ理論に大きな問題を提供したのは，rノヴェレは，物語の主要部分がはっ
きり目につくように，決定的な転回点（Wendepunkte）を必要とする」’と述
べて，転回点という新Lい概念を導入したことである。彼はrドラマにもこの
要求がある」といい，漸層的進展を求めるロマーソに対して，r単に人物相互
間の内面的関係における，かすかなゆるやかた進展と変化だけでは，すまざれ
ず」rノヴェレには，ずぶとくてエネルギッシュな風俗の特性が好ましい」と
述べている。
　この転回点の理論は，さらにティークによって受けつがれて発展して行く」の
であるが，そのことについては，次の項でふれて行きたいと思う。
　なおここで，フォン・ヴィ」ゼに従って，ドイツ・ロマン派のノヴェレ理論の特
色ともいうべき点を指摘しておきたい。樹それはA・W一・シニレーゲルが「世
の成行についての経験を伝達し，物事を実際に起ったこととして物語ること」
（Erfahrmgen廿ber　den　Weltlauf　mitzuteilen　md　etwas　als　wirk1ich
geschehenzuerz包h1en）を，．ノヴェレの本来の目標と見傲したように，ロマ
ーソの空想の魅力に対立させて，現実性の内容をもったものとして，ノヴェレ
を対置させていることである。従って19世紀のドイツにおいては，ヨ□ロッパ
のほかの国では，ロマーソの主要な煩向と思われるものを，ノヴェレが引き受
け，口■マーンはドイツでは，ゲーテのrヴィルヘルム・マイスターの修業時代』
（Wi1helm　Meis士ers　Lehrjahre）という有力な規範と，このロマーソに結び
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ついたロマン派のロマーン理論によって，完全に内面生活と内面的発展の過程
の叙述へと押しやられてしまったのである。これに反して，ノヴェレにおいて
は，ロマン派においても，真実な事件と杜交界的状況の意識が例外なく保持さ
れていたことは，注目すべきことであろう。
4．　ティークとノヴェレ
　ルートヴィヒ・ティーク（Ludwig　Tieck）（1773－1853）がノヴェレについ
て述べているのは，その薯作集の11巻のなかのr第3分冊への序言』（Vorbericht
z岨dritten　Lieferung）においてで，彼は次のように書いている。
　　rわれわれは現在，ノヴェレという言葉を，すべての特に比較的短い物語
　に対して用いてい乱作家のなかには，これから持ち出そうとする話が，犬
　Lて重要でないように見えるときに，このノヴェレという名称を，申L訳的
　に使用する人もいるようだ。われわれには，ロマーソという名前で呼ぼうと
　しているものは，かなりよく分っている。Lかしイギリス人は，ずっと前か
　らすべてのロマーソを，ノヴェレと称している。ノヴェレという言葉が，ま
　ずイタリア人のあいだに登場したときには，おそらく新しくてまだ知られて
　いなかったすべての物語，すべての事件のことであったであろう。この名称
　は引き続き使用され，イタリア人の作り出す作品の多くは，下品で，獲雑で，
　好色なところに特色があった。陽気に，しばしば道徳的感情などは一切なし
　に行なわれる淫狸，姦通，誘惑，またひんぽんに出てくる痛烈な風刺や，聖職
　考（かれらは，ボッカチオ以来，優位に立とうとすればするほど，気のきい
　た人たちの潮笑の対象になっていた）の潮弄が，これらのイタリアのノヴェ
　レの大部分の内容である。セルバンテスが，きびしい教会の秩序のもとにあ
　ったスペイソの礼儀正しい国民に，ノヴヱレというジャンルを提供しようと
　したときには，それがこのようなイタリア的な色調のものではない，という
　ことを示すために，このいまわLいタイトルのかたわらに，『道徳的な』と
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いう形容詞を，付け加えざるをえなかったのである。
　ポッカチオ，セルバンテスおよびゲーテは，以前からこのジャソルのひな
形的な作家になっており，われわれは，この様式において完全なものとして
見なしうる典型にならって，ノヴェレという言葉を正しく，事件や，話や，
物語や，出来事や，逸話と同意語として，用いるべきではないであろう。…
…ノヴェレは，大小にかかわらず、どんなにたやすく起りうるとしても，不
可思議で，唯一無比な事件を，はっきりと見せることによって，前記の手本
通りに・ほかの課題から区別されるであろう。この語の転回，この話が恩い
がけずに完全に・逆転はするが，性格と状況に応じて，話の筋を自然に発展
させる点こそ，事柄そのものは，不可思議なもののなかにおいてさえ，事情
が違えば，ありふれたことになりうるのであるから，読者の想像力に一層強
く印象づけられるであろう……。
　1例を想起するならば，あのゲーテの『避難ドイツ人たちのまどい』のな
かのノヴェレにおいて，若者61がお金を手に入れるために，しばらくあずか
って利用する錠のきかなくなった勘定台は，このようた日常茶番事的ではあ
るが，不可思議な事件で，またほとんど無用な時に起る若老の改俊と改心も
同様であるぺ…・・セルバンテスのノヴェレには，どれにもこのような中心点
が存在する。
　真正のノヴェレは，珍妙なものでも，がんこなものでも，幻想的なもので
も・軽くおどげたものでも・くだらないおしゃべりでも，枝葉末節の描写に
夢中になっているものでも，悲劇的なものでも，喜劇的なものでも，深遠な
ものでも・ひょうきんなものでも，あらゆる色合いと性格をこばまない。た
だ真正のノヴェレは，ほかの物語のすべてのジャンルから区別される，あの
異常な目をひく転回点を，つねにもっているであろう。」（Wir　brauchen
jetzt　das　Wort　Novene　fOr　al1e，besonders　kleineren　Erz乞h1ungen；
manche　Schriftste1ler　scheinen　sogar　in　diese　Benennung　eine　Ent－
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schuldiugng1egen　zリwo11en，wenn　ihnen　se1bst　die　Geschichte，die
sie　vortagen　wo11en，nicht　bedeutend　gemg　erscheint．Was　wir　mit
dem　Roman　bezeichnen　wo11en，wissen　w女jetzt　so　ziemlich；aber
der　Eng1乏nder　nemt　schon　seit　lange　alle　seine　Romane　Nove11n．
Als　das　Wort　zuerst　unter　den　Itali直nem　aufkan，sol1te　es　wohl　jede
Erzahlung，jeden　Vorfa1l　bezeichnen，die　neu　noch　nicht　bekannt
w孤en．So　wurde　der　Name　fortgebraucht，und　die　Ita1i釦er　zeichne－
ten　sich　dadurch　aus，daB　ihre　meisten　Geschichten，die　sie　gaben，
anst6Big，obscδn　oder1廿sten　waren．Uη刎cht，Ehebruch，Ver揃hrung，
mlt11st1gem　Ge1st，sehr　oft　ohne　al1es　mora－isches　Gef独1vorgetragen，
nicht　se1ten　bittre　Satyre　und　Verhδhnung　d－er　Geist1ichen，die　seit
Boccaz，um　so　mehr　sie　regieren　wol1ten，um　so　mehr∀on　den
Wi屹igenverspottetw皿den，istder　Inha1tdermeistendieserNovellen．
Als　Cervantes　seinem　ziichtigen　Volke，das　unter　einer　strengen
geistlichen　Polizei　stand，No▽e11en　geben　wo1lte，muBte　er　diesem
乞rger1ichen　Titel　das　Beiwort　moralisch　hinzu揃gen，um　anzuzeigen，
daB　sie　nicht　im　Tone　jener　itali査nischen　seyn　so11ten．　Boccaz，
Cer▽antes　und　G6the　sind　die　Muster　in　dieser　Gattu耳g　geblieben，
und　wir　so1lten　bi11ig　nach　den　Vorbildem，die　in　dieser　Art　f肚
vo11endet　gelten　kδmen，das　Wort　Novel1e　nicht　mit　Begebenheit，
Geschichte，Erz身hlung，Vorfall，oder　Anecdote　als　gleichbedeutend
brauchen．．．．．．．
　　Die　Nove11e［sollteコnach　jenen　Mustem　sich　dadurch　ans　allen　and－
em　Aufgaben　hervorheben，daB　sie　einen　groBen　oder　k1einem　Vorfal1
ilユ’s　hel1ste　Licht　ste11e，der，so1eicht　er　sich　ereignen　kann，doch
wmderbar，vie11eichteinzig　ist．Diese　Wendu㎎derGeschichte，dieser
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　Pmkt，von　welchem　aus　sie　sich　merwartet　vδ11ig　umkehrt，und－
　dem　Charakter　md　den　Umst盆nden　angemessen，die　Folge　entwickelt，
　wird　sich　der　Phantasie　des　Lesers　um　so　fester　einpr註gen，als　die
Sache，selbst　im　Wmderbaren，㎜ter　andem　Umst註nden　wieder
　a11t身91ich　sein　kδnnte。．．．．．．
　　Um　uns　an　ein　Beispie1zu　erinnern．So　ist　i㎜jener　G6thischen
　Novelle　in　den　Ausgewanderten，der　sich　aufhebende　Ladentisch，der
　das　Sch1oB此erf1立ssig　macht，welches　der　junge　Mam　eine　Zeitlang
　bemtzt，um　sich㎜it　Ge1d　zu　versehen，ein　solcher　a1雌g1icher　und
　doch　wunderbarer　Vorfa1l，eben　so　wie　die　Reue　und　Bessemng　des
　Jiing1ings，die　in　eine　Zeit制1t，daB　sie　fast　unnitz　wird．．．．．．。；in
　jeder　Noveue　des　Cervantesist　ein　solcher　Mittelpunkt．Bizarr，eigen－
　sinnig，phantastisch，leicht　wi屹ig，geschw身tzig　und　sich　ganz　in　Dar－
　stel1ung　auch　von　Nebensachen　verlierend，tragisch　wie　komisch，
　tiefsinnig　und　neckisch，a11e　diese　Farben　und　Charactere　崎Bt　die
　宣chte　Nove1le　zu，mr　wird　sie　immer　jenen　sonderbaren　auffa11en－
　den　W㎝dεpmkt　haben，der　sie　von　a11en　andem　Gattu㎎en　der
　Erz身h1ung　unterscheidet．）
　さて，以上のようなティークのノヴェレに対する見方は，㌔今まで述べてきた
ようなヴィーラント以来の伝統的な見解に沿うていることは，明らかであり，
また「ノヴェレは，犬小にかかわらず，どんなにたやすく起りうるとしても，L
不可思議で，唯一無比な事件を，はっきりと見せることによって」他の物語ジャ
ソルと区別さるべきであるといって，シュレーゲル兄弟の見解にも沿ってい
る。ティークが，ノヴェレ理論に新たな寄与をしたとするならば，それは「真
正のノヴェレは，ほかの物語のすべてのジャンルから区別される，あの異常な
目をひく転回点」をもたねぼならない，とした点であろう。転回点（Wende・
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punkt）という言葉は，すでにA・W・シュレーゲルが使用しているが・彼は
rノヴェレは，物語の主要部分がはっきりと目につくように・決定的な転回点
を必要とする」（Die　Nove1le　beda㎡entscheidender凧刎6ψ舳物・so　daB
die　Hauptmassen　der　Geschichte　deutlich　in　die　Augen　fallen・）といい，
Wendepunkteと複数形を用いている。これに対して，ティークはjenenson－
derbaren　auffa11enden　Wendepunktと単数形を用いている。ヒソメルによ
ると，このような，複数の転回点から1つの転回点への縮小には，深い意味が
含まれているという。ωつまり，シュレーゲルは，包括的な叙述の補助手段とL
てあげているだけで，挿話的な事件をおたがいから目立たさせるためのもので
あるが，ティークは，構成の標識，すなわちrほかの物語のすべてのジャンル」
から区別するメルクマールとして，転回点を見ているのである。この「転回点」
という概念は，さらにrノヴェレ理論」の発展において・様々な形で登場する
ので，またそれぞれの段階において触れて行くであろ㌔
5．　シュライヤーマソハーとノヴェレ
　ロマ：■ティカーの最後の人とLて，作家というよりは，むしろ哲学者，ある
いは神学者であるフリードリヅヒ・シュライヤーマッハー（Friedrich　Sch1ei－
ermacher）（1768－1834）の所説に目を向けよう。シュライヤーマッハーは，
1809年に，ベルリンの三位一体教会（Drei飴1tigkeitskirche）の牧師になった
が，1810年創立のベルリン大学の教授を兼ね，1819年，1825年，1832年から
1833年にかげてと，r美学」（Asthetik）についての講義を行なっている。この
講義は，彼の死後，娘むこのロマヅチュ（C・G　Lommatzsch）の手によって
印刷されたが，さらにオーデブレヒト（R・0debrecht）によって新たに編集
された。一割
　シュライヤーマッハーは，ノヴェレの特性に触れて，次のようにいってい
る。
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　「作家は，とくに，物語の中には，あまり多くのものは含まれていないの
で，必然的に何物を挿入するか，言語による特有な名人芸を発揮しなければ
ならない。これがノヴェレの真の本源的な本質であり，そのような場合，個
個の事件の中で，つねに人生の一側面が全的に表現されることは，いうまで
もない。」（Der　Dichter　muB　besonders，weil　in　der　Erz査hlung　nicht
viel　liegt，notwendig　etwas　hineinlegen　oder　besondere　Virtuosit乞t
durch　die　Sprache　entwicke1n．　Das　ist　das　eigentliche　urspringliche
Wesen　der　Novelle，wobei　sich　von　se1bstマersteht，daB　im　einzelen
Vorfa11e　sich　immer　eine　ganze　Seite　des　Lebens　darstellt一）
また，ロマーソとノヴェレの相違について，次のように述べている。
　r素材に関していえぱ，逸話に基礎をおくノヴェレの領域は，独自のもの
で，英雄伝説に基づくものは，別種であるように思われる。英雄伝説は，公
的な生活を目ざしている。というのは，ここでは影響力の強大な人物が取り
扱われているからである。しかしそれは，英雄の生活そのものであることに
よって，私的生活へと引きもどされる。けれどもこの場合，ノヴェレとの相
違があり，英雄伝説的なものはすべて，類似性をもっている。またここでは，
人的な描写が行動の描写の下に置かれることも，行なわれる。ロマーンに注
目するならば，この点では逆でなければならない。特色を示すものが圭題で
あるべきであり，事件はただ，その中で特色が示されるものでなげればなら
ない。……ロマーンは，歴史の叙述に極めて近い存在であり，もともと歴史
叙述を補完するものだけであるべきであろう。そうとすれば，ロマーンは，
芸術の一定の地位を占めている。」（In　Beziehung　auf　den　Sto伍erscheint
das　Gebiet　der　Nove11e，welches　auf　der　Anekdote　beruht，a1s　ein
eigenes，und　was　auf　der　Heldensage　beruht．a1s　ein　anderes．Diと
He1densage　geht　auf　das　offent11che　Leben　hlnaus，denn　es　w1rd　hier
eine　einf1uBreiche　Person　behandelt；doch　wird－es　zum　Privat1ebei
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　zΨ直ckgefiihrt，indem　es　das　Leben　des　Helden価r　sich　ist；doch　ist
　hier　ein　Unterschied　von　der　N0Ye1le　und　es　hat　a11es　Heroische　eine
　Ahnlichkeit．　Es　findet　hier　auch　die　Unteordnung　der　persδnlichen
　Darstellung　unter　d1e　Darste1lung　der　Handlung　statt　Sehen　wlr
　alユf　den　Roman，so　soll　es　hier　umgekehrt　sein．Das　Charakteristische
　sol1die　Hauptsache　sein　und　die　Begebenheit　son　nur　das　sein，worin
　sich　der　Cha蘭kter　entwicke1t．．．．．．．Der　Roman　steht　der　Geschichts－
　schreibung　sehr　nahe，daB　eigentlich　nur　als　Erg身nzung　derse1ben　sein
　sollte　und　dann　steht　er　auf　einem　bestimmten　P1atze　der　Kunst．）
　へ／リェット・ヘルツ（HerietteHerz）（1764－1847）の†ロソを通じて，
シュレーゲル兄弟や・ティークと親交のあったシュラプヤーマヅハーの考えが・
シュレーゲル兄弟の見解と軌を一にしていることは，当然考えられるところで
あり，またノヴェレのジャンルの美学的考察は，またその後、さまざまな発展
をとげるので，それぞれの個所で触れるであろう。
6．　ま　　　と　　め
　以上，一シュレーゲル兄弟から，ティークをへて，シュライヤーマヅハーまで，
干マンティカーたちgノヴェレについての。見解について論述したが，7オン・
ヴィーゼのいうように，ロマンティカーたち，特に・F・シュレーゲルとティー
クが、ノヴェk理論の発展に夫きな刺激を与えたことは，明らかであろう。シ
干レーゲル1羊，前述のように，、rノヴェレの基礎は，逸話である。……大低の
ノヴェレは真実である。」といい，また「ノヴェレは上流杜会の文学である。
それゆえ，逸話である。」といって，ノヴェレと逸話が，本源的には杜交の楽
しみρために・物語られる事件を取扱う点で共通点をもっていることを指摘し
て，そのr客観的な異常さ」（objektivg　Merkw七rdigkeit）に注目している。
しかしながら一方では，r作者は取るに足らないものであっても好ましいもの，
袈§
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つま■り逸話（とし）っても正確にいえば，逸話ですらないもの）でもって，見せ
かけで楽しませたり，また一般には取るに足らないものでも，豊かな技術によ
って，有りあまるほど飾りたてることができるので，われわれは，みずから進
んでだまされたり，さらには真剣にそれに興味を感じさせられたりするのであ
る。」といって，ノヴェレのr主観的な形成形式」（sujektiveGestaltmgsfom）
を強調している。
　このことは，前稿rノヴェレ理論の研究（1）』で指摘したように，すでにゲー
テ自身も触れている所であるが，F・シュレーゲルは，さらに進んで「ノヴェ
レは，その存在と生成のどの点においても，新しくびっくりするようなもので
なければならない」rノヴェレには，上手に物語るという技術が，本当に必要
である」といい，物語の技術においては，r何が」（das　Was）すなわち素材よ
りも，「いかに」（das　Wie）すなわち方法の方が，重要であることをくりかえ
し説いている。この点ヒこそまさに，’F・シュレーゲルによって，ポッカチオ
風の古きノヴェレから，新しいロマソ派の理論への橋渡しが行なわれたと考え
られるべきであって，彼の一大貢献といわなければならない。なぜなら，フ
ォン・ヴィーゼも指摘するように，F・シュレーゲルのような洞察は，決して
単に歴史的なものではなく，直接にしろ，問接にしろ，その後のノヴェレの研
究に，影響を及ぼしているからである。
　一方ティークの貢献は，A・W・シュレーゲルとともに，「転回点」という
新しいカテゴリーを導入したことであろう。この転回点については，マン7レ
＿ト．シュ＿ニヒト　（Manfred　Schunicht）が，シェリングの弟子で，後に
ベルリソ大学の美学の教授になつたゾルガー（K．W．F．So1ger）の理論によ
って，ティークが感化されたかを明らかにしている。＝9〕しかしながらフォン・
・ヴィーゼは・このような構成上の原理を強調するあまり，どのノヴェレの中
でも・このr転回点」がどこにあるかを，きちょうめんにさがし求めることは，
愚かしいことであるといっているが，全く同感せざるをえない。
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　さて，ロマン派の作家や批評家，特にF・シュレーゲルと，ティークによっ
て，新たな発展をとげたノヴェレ理論は，次のビーダーマイヤー時代，および
それにつづくリアリズム時代に，どのような変貌をみせるであろうか，それが
次稿の主題である。
注（1）　『ドイツ文学におけるノヴェレ理論の研究（1）』（『早稲田商学』261号）
（2）B㎝noマ㎝Wiese：Nove11e
　（3）この項に限りWolfdietdch　Rasch編集のFriedrich　Schlegel：Kritische
　Schriften，1971年によっているので，現代風の書法になっている。
（4）Bemo　von　Wies6：Novelle
　（5）B㎝no　von　Wiese：Die　deutsche　Novel1e　von　Goethe　bis　Kafka
　（6）　『避難ドイツ人たちのまどい』のなかで語られる第5話『若きフェルディナソト
　　の迷い』（DieVe正wirrungdesjmgenFerdinand）のなかにでてくる青年フェル
　　ディナソトを指す。
　（7）Helmut　Himmel：Geschichte　der　deutschen　Novelle
　（8〕Friedrich　Schleiermachers　Asthetik．Hrsg，w　Rudolf　Odebrecht
　（g）Manfred　Schunicht：Der．Fa1ke“am．Wendepunkt“一Zu　den　Novellen－
　　theorien　Tiecks　und　Heyses
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